
遠
浅
酪
農
の
は
じ
ま
り

　

広
報
あ
び
ら
１
月
号
の
特
集
は
「
遠
浅
酪
農
」
。
２
０
２
１
年
が
「
丑
年
」
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

安
平
町
で
の
牛
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
取
り
上
げ
ま
す
。

安
平
町
が
、

安
平
村
で
あ
っ
た
こ
ろ

　

ま
ず
は
、
大
正
時
代
の
お
話
。

　

安
平
村
は
、
豊
富
な
森
林
資
源
を
も
と

に
、
良
質
な
木
炭
の
産
地
と
し
て
名
を
馳

せ
、
大
正
中
期
に
は
全
盛
を
迎
え
た
。

　

し
か
し
、
資
源
に
は
限
り
が
あ
る
。
次
第

に
枯
渇
し
て
い
き
、
そ
れ
に
伴
い
、
生
産
量

は
急
激
に
減
少
し
て
い
っ
た
そ
う
だ
。

次
な
る
産
業
を
、

模
索
す
る
こ
と
に
・
・
・

　

木
炭
の
生
産
量
の
減
少
に
伴
い
、
経
済
に

も
陰
り
が
見
え
始
め
た
安
平
村
。
当
時
の
安

平
村
長
で
あ
る
山
田
忠
次
郎
氏
は
、
新
た
な

産
業
の
発
展
を
目
指
す
の
で
あ
っ
た
。

　

安
平
村
が
転
換
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

た
と
き
、
同
じ
く
転
換
期
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
た
地
域
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
滝
川
村

（
現
在
、
滝
川
市
）
や
新
十
津
川
村
（
現

在
、
新
十
津
川
町
）
。
こ
の
地
域
は
、
大
規

模
な
開
田
事
業
（
畑
地
を
水
田
に
す
る
こ

と
）
が
行
わ
れ
る
中
で
、
酪
農
経
営
の
継
続

が
難
し
く
な
り
、
他
の
地
域
へ
の
集
団
移
住

を
考
え
て
い
た
。
滝
川
酪
農
団
体
の
移
住
先

に
は
、
勇
払
原
野
、
天
塩
の
火
口
地
帯
、
中

標
津
の
３
つ
の
地
域
が
候
補
に
。
当
時
、
北

海
道
農
事
試
験

場
早
来
火
山
灰

地
試
験
地
（
以

下
、
火
山
灰
地

試
験
地
）
が

あ
っ
た
安
平
村

で
実
地
踏
査
が

行
わ
れ
る
こ
と

北海道農事試験場早来火山灰地試験地の
様子。
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